
（単位：円）

予算額 決算額
決算額のうち
法人負担金額 差　額 備　　　　考

Ⅰ　収入の部

88,950,000 88,950,000 0

0

0

0

2,700,000 2,427,622 272,378

0 1,368,100 ▲ 1,368,100

0 0 0

110,000 236,865 ▲ 126,865
出前講座110,000,寄附金3,000,受取利息
4,869,実習生受入謝金97,000,助成金21,996

収入合計 91,760,000 92,982,587 ▲ 1,222,587

Ⅱ　支出の部

１　人件費 73,722,000 66,960,960 0 6,761,040

所長 9,220,000 9,202,840 17,160  別紙内訳書

常勤職員 32,952,000 31,906,793 1,045,207  別紙内訳書

非常勤職員 9,808,000 10,503,309 ▲ 695,309  別紙内訳書

アルバイト 7,846,000 3,166,581 4,679,419  別紙内訳書

調理アルバイト 1,838,000 1,582,101 255,899  別紙内訳書

嘱託医賃金 747,000 192,240 554,760  別紙内訳書

法定福利費 9,512,000 8,564,233 947,767  別紙内訳書

退職金給与引当金 1,643,000 1,694,120 ▲ 51,120  別紙内訳書

福利厚生費 36,000 46,000 ▲ 10,000  別紙内訳書

労務厚生費 120,000 102,743 17,257  別紙内訳書

２　施設管理費 7,383,000 7,330,415 0 52,585

光熱水費 4,400,000 4,070,238 329,762  別紙内訳書

庁舎管理費 3,133,000 3,412,087 ▲ 279,087 ｹｱﾌﾟﾗｻﾞ按分、定期清掃

利用者負担金充当金 ▲ 150,000 ▲ 151,910 1,910 （入浴・洗濯・インターネット収入から）

３　運営費 5,145,000 4,671,934 0 473,066

旅費 350,000 382,876 ▲ 32,876  職員旅費

消耗品費 600,000 443,385 156,615  コピー、事務消耗品他

印刷製本費 10,000 0 10,000

修繕費 650,000 348,904 301,096 執行状況報告

通信運搬費 720,000 891,501 ▲ 171,501  電話・郵便代他

賃借料 1,190,000 1,232,739 ▲ 42,739  車両、コピーリース料他

備品等購入費 300,000 36,435 263,565  施設整備備品

保険料 450,000 411,305 38,695  施設利用者傷害保険他

雑費 875,000 924,789 ▲ 49,789  保守料、諸会費、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ交通費他

４　本部繰入金 2,700,000 3,225,651 ▲ 525,651 本部費配賦額5,900千円

0 1,368,100 ▲ 1,368,100

110,000 236,865 ▲ 126,865 出前講座,寄附金

支出合計 89,060,000 83,793,925 0 5,266,075

6,761,040

6,761,040

３　法人負担金

４　相談支援事業に要した交通費収入

令和７年度　港南区精神障害者生活支援センター収支決算書
（総括版）

自令和７年４月１日　　　至令和８年３月31日

科目

１　指定管理料収入（当初）

２　指定管理料収入（変更）

人件費戻入精算分

戻入合計

戻
入
精
算

Ⅲ　戻入の部

６　その他の実費からの支出

５　自立支援給付費収入

７　入浴・洗濯・インターネットサービス収入

５　食事サービス費の支出

６　食事サービス収入

８　その他の実費収入など（横浜市障害福祉施設
等物価高騰対策支援金等）

01251077
長方形
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令和 7 年 度    港 南 区 生 活 支 援 セ ン タ ― 事 業 報 告 書 

   

港南区生活支援センター（以下、センター）は、平成 14年 4月 1日に開所以来、精神障害者の相談支援機

関として地域に根差した運営を継続している。 

令和 3 年度からは、横浜市より委託を受けて「指定管理第 3 期目」が開始しており、当センターとしては以下

の 5 点に重点を置いて取り組みを進めている。 

 

【１．地域の身近な窓口（一次相談支援機関）として様々な相談に取り組む】 

  「ライフステージに合わせた支援」「ひきこもり支援」「発達障害者支援」の 3点に重点をおく 

【２．「精神障害者にも対応した地域包括ケアシステム」構築に向け、医療や行政と連携し、地域福祉として

取り組む】 

 区内関係機関と構築した「ソーシャル・サポート・ネットワーク」を活かした実践を行う 

【３．「地域生活支援拠点機能」の整備に向け、具体的に地域の体制作りに取り組む】 

障害者や家族の高齢化を踏まえた「親なき後」に備えると共に、入所施設や精神科病院からの地域移行

を推進し、障害のある方の暮らしを地域全体で支えるため、ネットワーク強化を目指す 

【４．地域における障害者理解に向けて、普及啓発活動や地域人材の育成に取り組む】 

【５．地域で暮らす障害者の社会参加支援に取り組む】 

 

地域とのネットワークを活かして、ひき続きセンターや精神障害の普及啓発につながるイベントや講座開催

などを積極に行った。自立支援協議会等を通じて、関係機関と連携して取り組みを発展させるなどしている。 

 当事者支援については、当センターではピア雇用はまだ実現していないものの、ピアサポートに取り組んで

おり、今年度は新たなピアミーティングを立ち上げるなどした。今後も引き続き、市の動向等も注目しつつ人材

育成の取り組みなど継続していきたいと考える。 

 

相談支援 

 利用者の日常生活における様々な相談に応じ、面接・電話・訪問などを通じて、利用者またご家族が抱える

問題に対する支援に取り組んでいる。 

 区自立支援協議会においては、事務局として行政や基幹相談支援センターと連携し、「基幹定例カンファレ

ンス」や各部会を軸としながら地域の課題を取り上げ、解決に向けた支援体制整備を行っている。 

 今年度も引き続き、地域機関と各種会議を通じて情報やケース共有なども行い、連携して支援にあたった。

（成年後見サポートネット会議、不登校ひきこもり連絡会、アウトリーチ支援会議、発達障害者連携プログラム、

南部地域若者支援連絡会など） 

また新たに基幹相談支援センターとも連携し、「SSW との連絡会」も定期開催するようになった。 

 

・ 地域の身近な相談窓口として、本人や家族、関係機関等からの福祉に関わる幅広い相談に応じ、「断らな

い支援」を大切にしている。 

・ 区内地域ケアプラザや各種機関との関わりのなかで、センターにつながるケースも増えている。 

・ 医療機関や障害サービス事業所からの紹介により、１０代や２０代前半など若い世代やそのご家族からの

相談希望が増えている。近年は「発達障害」の診断がついている層の利用登録が多くなっている。 

・  区内精神科病院の医師による嘱託医相談は、未治療の方やご家族からの相談も受けている。 

・  当センターでは臨床心理士相談を月 2 回実施しており、多くの方が利用されている。当事者や家族が専
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門職にしっかりと悩みや不安を受け止めてもらえる機会を提供し、職員と連携し本人支援にあたっている。 

  （専門職相談 61 件） 

 

・ センターへの来所が困難な方もいるため、電話やメールは地域とセンターをつなぐツールの一つとしての

役割を担っている。できるだけ来館や訪問など、次のステップにつなげる支援を行っている。 

・ これまでに培った関係性により、地域ケアプラザにおける出張相談も実施している。 

 

＜訪問・同行・その他＞ 

・  センター来所が困難な方などに対し、必要に応じて自宅に出向く等して面談を行うほか、様々な生活支

援を実施している。また、医療機関や社会資源への同行なども行っており、年々件数は増加している。 

・  基幹相談支援センターや区ＭＳＷと連携し、引きこもりや未治療の方への訪問支援を行っている。アウトリ

ーチ支援事業の定例会議などにもセンター担当として参加し、ケース共有など地域課題にも取り組みを進め

ている。 

・  区役所からの紹介などにより、転居や単身生活への移行に向けた住居の確保や手続きなど住居支援が

多くなっている。 

・ 就労系事業所や生活訓練施設などへの見学同行等も増加している。 

地域活動支援センター 

 利用者がそれぞれのニーズに合わせて過ごすことができる場の提供、及び各種プログラム・イベントを企

画・実施している。 

 

居場所の提供 

・ 施設利用については全ての方に「利用案内」を渡して説明を行っている。説明後、施設利用される方には、

「施設利用に関する同意書」に氏名・住所・緊急連絡先・通院先を記入してもらい、緊急時に対応できるよ

うにしている。 

・ 職員が定期的に館内の見回り・点検を行い、利用者が安心して過ごす事ができるよう施設内の安全管理

に務めている。 

・ 感染予防として、定期的な換気やアルコール消毒は引き続き行っている。 

・ 一人で静かに過ごしたい方には、個人用スペースを設置するなど工夫をしている。 

・ コロナ禍で利用不可としていた卓球台は再びフロアに常設としているほか、トランプや各種ゲーム類を置

いて、利用者が随時楽しまれている。 

 

プログラム・イベント 

・ ソフトボールやバドミントンなどスポーツを楽しむプログラムを、施設外で場所を借りて毎月開催した。 
区内精神科病院デイケアとのスポーツ交流も定期的に行うことができた。 

・ ボランティア講師を招いての「うたサークル」は毎月開催しており参加者も多く、今年も練習した歌を

地域イベントで披露する機会を設けることができた。 
・ 「みんなのアトリエ」は利用者が自由に創作活動を行うプログラムで、絵画や工作活動などを楽しんで

おり、地域関係機関による作品展示会にも参加した。 
 

サービス提供 

 支援センターは地域で生活する利用者にとって生活の基本である食事・入浴・洗濯サービス等を提供して
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いる。サービス利用をきっかけとして、ニーズをアセスメントしながら相談につながるケースもある。 

 

・ 夕食サービスは、安価でおいしい食事が摂れるため毎日のように利用しているケースも多い。当センター

は、今年度途中より調理担当者の事情などもあり、夕食提供日を週３日とした。また食材高騰対策として、

４００円と５００円の日を設けている。 

・ 入浴・洗濯サービスは固定利用者によって日々利用されており、単身生活を送る当事者の生活の一部と

なっている。 

・ インターネットサービスが中止となったが、当センターでは時間制限を設けて利用者が自由に利用できる

ようにした。 

 

地域交流 

・ 港南区自立支援協議会や区障害者団体連絡会、不登校ひきこもり連絡会などを通じて、地域の幅広いネ

ットワークを築いている。 

・ 地域ケアプラザや社会福祉協議会・地域活動ホーム・保育園と合同の交流会や、この 5 施設と地域のボラ

ンティア団体等とで開催する「そよかぜふれあいまつり」を実施した。センター利用者も職員と共に参加し、

地域の人々等と交流する機会となった。 

・ 「港南ネットまつり」は地域の精神保健福祉機関と連携して毎年開催しており、センターを含めて各団体の

発表や販売会など交流を楽しみ、202 名が参加した。 

・ 地域ボランティアについては、うたサークルなどプログラムに参加して頂き、利用者と交流する機会を設け

ている。今後も新たな登録者も含め、積極的な受け入れを続けていきたい。 

・ 令和 3 年度より、区社協主催の地域とのつながりを目的とした障害児者支援事業「つながり事業」に参画

し、地域ケアプラザと連携しながら、地域と障害者を結びつける活動に取り組んでいる。 

 

普及・啓発 

・ 港南区委託事業として、平成 22 年度より「精神保健福祉・出前講座」を実施している。今年度はケアプラ

ザにおいて、主に地域で活動している訪問介護・訪問看護職員や民生委員・児童委員、学校・児童関係

職員などの支援者及び地域住民を対象とした講座を 4 回開催し、延べ 106 名が参加された。  

・ 区自立支援協議会の「啓発部会」において、他機関と連携して利用者と作成した「アート展」の開催など地

域に向けた活動を企画実施した。 

・ 区作業所連絡会と連携し、地域において障害理解につながる映画上映会を開催した。 

・ 住宅供給公社の職員向けに、「精神障害や生活支援センター」について講義を行った。 

家族支援 

・  センター開所以来、港南区家族会とのつながりを大切にしており、場所の提供や定例会への参加などで

協力を行っている。また、センターで相談を受けているご家族を家族会につなげる役割も果たしている。 

・ 区役所の紹介などで家族の相談に応じ、必要があれば嘱託医や臨床心理士相談につないだり、情報提

供を行ったりするなどの支援を行っている。 

・ 本人の来所が難しい場合など、自宅への訪問・面談などによる支援を継続するケースも増えている。 

・ 区役所、家族会との共催による「家族教室」を開催し、センター職員が講師として「発達障害」をテーマに

講義し、幅広い年代のご家族に参加して頂くことができた。講座をきっかけに家族会やセンターにつなが

る方もいる。 
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・ 昨年に引き続き「精神保健福祉出前講座」では、当事者・ご家族を講師として、地域の方に精神疾患につ

いて理解して頂く機会を提供して好評を得た。 

 

当事者活動支援 

・ 平成 27 年 1 月に発足した「ピア活動・当事者活動を考える会」は、同じ障害をもつ仲間同士の交流を通し

て、「自分の生活は自分で決める、仲間同士で生活技術・方法の伝達や支え合いを行うことで、地域で自

立した生活を続けていくための力をつけていくこと」を目標に行っている。 

・ 区自立支援協議会において、ピアサポーターの育成として、センター利用者等を対象に引き続きプログラ

ムを実施した。看護学校や出前講座における発表、自立支援協議会への参画など、当事者の活躍の場

が増えている。 

・ センターの運営連絡会には、毎年当事者に参加して頂き、日頃の生活や思い等を発表してもらっている。 

・ ピアサポーターと共に、区内病院に入院中の患者が就労継続支援 B 型事業所の作業体験などに取り組

むなどの活動を行った。 

・ ピアミーティングを立ち上げ、当事者同士で気兼ねなく話せるような機会を提供した。 

 

自立生活アシスタント事業 

・ 事業を開始し 16 年目となる令和 7 年度は、前年度からの登録者 11 名と新規 7 名を合わせて計 18 名の

支援を行った。自アシの利用希望として相談が入るものの、ニーズ等から判断し基本相談として関わって

いるケースもある。 

・  事業終結となった方は 10 名で、センターの基本相談や計画相談支援などへ移行したり、目標を達成して

生活が安定したために終了となったケースがあった。 

・ 法定給付の「自立生活援助事業」として支援にあたるケースも１件あり、今後も要件があえば実施していき

たい。 

・  「横浜市アウトリーチ支援事業」に関する会議に毎回参加し、ひきこもりケースなどへの支援について事例

を共有するなど、地域機関と連携して取り組みを進めている。 

 

横浜市精神障害者退院サポート事業 

・  今年度は事業の対象者は 21名（内 4名は退院）であった。担当する職員が病院を訪問し、地域生活への

定着を意識しながら面接や外出同行などを病院や関係機関と連携のもとに実施し、退院に向けて本人の

希望やペースに合わせた支援を行った。 

・ 病院からの生活支援センター見学会を開催したり、区内 B 型事業所において、入院患者との作業体験交

流も行った。 

・ 他センターと連携し、区内病院での事業説明と意見交換会を行った。 

港南区委託事業 

・ 平成 22年度より港南区の委託を受け、区内地域ケアプラザにおいて「精神保健福祉に関する知識の普及

及び啓発のための講座」を実施している。主に地域で活動している訪問介護・訪問看護職員や民生委員・

児童委員、学校・児童関係職員などの支援者のみならず、家族や障害当事者、地域住民なども対象とし

て、精神保健福祉分野における地域の支援力強化と精神障害についての幅広い理解を目的としている。 

・ 16 年目となった今年度は、区内 4 か所の地域ケアプラザにおいて計 4 回の講座を開催し、延べ 106 名の
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方が参加された。 

・ 講座の内容については、地域ケアプラザ担当とも検討しながら地域のニーズに合わせて企画設定した。 

「発達障害」「バウンダリー」「精神障害への理解」等をテーマとして講座を開催した。 

 

指定一般・特定相談支援事業・自立生活援助事業 

・ 平成 25 年度から、「指定一般」及び「指定特定」相談支援の事業所指定を受け実施している。 

・ 令和 7 年度は、区役所や地域の機関と連携して 38 名の方と契約し、計画相談支援に取り組んだ。 

・ 自立生活援助事業としては、昨年に引き続き 1 名に取り組んだ。 

 

その他 

・ 福祉職、看護職の実習受け入れ 

・ 区役所職員の見学、研修の受け入れ 

・ センター連絡会、向上委員会への参加など 

・ 横浜市相談支援従事者養成研修インストラクター 

・ 横浜市障害支援区分認定審査会委員  ほか 
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利用実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

                
  

 

 

 令和 7 年度 令和 6 年度 令和 5 年度 

本人 来館者数  25 人（1 日） 25 人（1 日） 21 人 (1 日) 

電話、面接、 

面接非構造・その他（延べ） 
20 人（1 日） 21 人（1 日） 18 人 (1 日) 

訪問・同行（延べ） 409 件（年間） 371 件 352 件  

夕食サービス 13 人（1 日） 12 人（1 日） 12 人（1 日） 

入浴サービス  4 人（1 日） 5 人（1 日）   3 人 (1 日) 

主な自主事業の実績 実施回数 参加人数（延べ） 

精神保健福祉・出前講座 4 回 106 人 

ピア活動・当事者活動を考える会  11 回 172 人 

みんなのアトリエ 12 回 134 人 

 ソフトボール 10 回 169 人 

 うたサークル 11 回 209 人 
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職務分掌 

氏名 取得資格 
経験年数

（*1） 
担当業務 

所長 

東根 淳子  

（常勤） 

 

精神保健福祉士 

社会福祉士 

相談支援専門員 

サービス管理責任者 

19 年 9 カ月 
施設運営事務全般、金銭出納管理、備品管理、地域ネッ

トワーク、防火管理者、計画相談支援、運営連絡会、等 

副所長 

池沢 元亮 

 （常勤） 

精神保健福祉士 

社会福祉士 

相談支援専門員 

サービス管理責任者 

5 年 

計画相談支援、退院サポート事業、港南区委託事業、 

金銭出納管理、地域ネットワーク、火元責任者、運営連

絡会、等 

小谷 明広 

 （常勤） 

精神保健福祉士 

社会福祉士 

相談支援専門員 

16 年 
自立生活アシスタント事業（主任）、計画相談支援、統計

業務 

伊藤 孝義 

   （常勤） 

精神保健福祉士 

相談支援専門員 
4 年 

計画相談支援、備品管理、基本相談支援、地域ネットワ

ーク、防災担当 

佐々木 一成 

（常勤） 

精神保健福祉士 

社会福祉士 

相談支援専門員 

8 年 
計画相談支援、退院サポート事業、港南区委託事業、実

習生指導、余暇支援、地域ネットワーク 

   二ッ森 愛 

 （常勤） 
精神保健福祉士 3 年 8 か月 

自立生活アシスタント事業、基本相談支援、港南区委託

事業 

小林 三佐子 

（非常勤） 

精神保健福祉士 

社会福祉士 

相談支援専門員 

8 年１か月 計画相談支援、基本相談支援、余暇支援 

翁長 敦子 

（非常勤） 

精神保健福祉士 

社会福祉士 

相談支援専門員 

8 年 
退院サポート事業、計画相談支援、基本相談支援、当事

者活動支援 

平井 洋美 

（非常勤） 

 

精神保健福祉士 

 

2 年 11 か月 基本相談支援、自立生活アシスタント事業、余暇支援 

井上 宜与 

（非常勤） 
精神保健福祉士    2 年 計画相談支援、基本相談支援、退院サポート事業 

 
（* 1）経験年数は、令和 7 年 3 月 31 日現在 

 

〇 その他 事務・調理アルバイト：10 名、 嘱託医：5 名、臨床心理士：1 名 
 

 

自己評価 

横浜市精神障害者生活支援センター条例の設置目的に基づいた管理運営を継続して 

当センターは基本相談や居場所支援のほか、各種事業において精神障害者の地域生活、退院支援及び

支援ネットワークを活かした取り組みを行いました。 

地域における普及啓発活動も継続的に行っており、港南区委託事業「精神保健福祉・出前講座」では、

当事者・家族・地域の支援者に向けた講座をケアプラザで実施しました。 

今後も地域精神保健福祉の拠点として、関係機関との連携を強化し、精神障害の専門性を活かしたサービスの

提供と支援にあたっていきます。また発達障害者支援の先駆機関である当法人「青い鳥」の強みを活かして、

障害児から者への切れ目のない支援を目指した取り組みを進めていきたいと考えます。 

01251077
長方形



別紙

決　算　額

人件費

  所　長 9,202,840

  ソーシャルワーカー

　　常勤５名 31,906,793 Ａ 7,849,645

Ｂ 6,267,102

Ｃ 6,939,815

Ｄ 5,898,115

Ｅ 4,952,116

　本部職員派遣 ※ 0

　　非常勤４名 10,503,309 Ａ 2,793,945

Ｂ 2,532,423

Ｃ 2,745,146

Ｄ 2,431,795

　アルバイト 3,166,581

　調理アルバイト 1,582,101

　嘱託医賃金 192,240

  法定福利費 8,564,233

　退職給与引当金 1,694,120

　福利厚生費 46,000

　労務厚生費 102,743

　光熱水費 4,070,238

　本部繰入金 3,225,651

ガス1,935,934円　電気1,727,377円　水道料406,927円

横浜市予算額　法人管理費2,700,000
(法人費必要額5,900,000）

21,360円×8日

健保・厚生　雇用保険　労災保険

横浜市社協退職共済掛金744,120円　福祉医療機構950,000円　

ハマふれんど36,000円 、弔慰金10,000円

健康診断・検便

内　　　訳　　　書
 

区　　　分 内　　　　　　訳




